
みなさん、『心不全』と聞くとどういったイメージを頭に浮かべるでしょうか？ある日突然心臓に激痛
が走り、救急車で病院に運ばれる。致命的な病気だとは思うけれど、自分とは無縁な病気。予測は不能
で予防の術がないものというイメージを持つ人が多いかもしれません。

みなさんがイメージしやすい、心臓に激痛が走って救急車で病院に運ばれる病気は、急性心筋梗塞で
す。心臓を養っている冠動脈という血管が急に閉塞して激痛が走ります。その心筋梗塞患者は、上図の
下に直線で示してあるように、2013年からほとんど増加しておらず今後は少しずつ減少していくと思わ
れます。他方、心不全患者数は上の直線のように今後も増加が予測され、毎年１万人ずつ増加していき
ます。
心筋梗塞とは異なり、心不全の多くは、ある日突然起こるものではありません。予測不能で避けられ
ない病気でもありません。心不全とは『心臓の機能が徐々に落ち、息切れやむくみが起こり、だんだん
悪くなり、生命を縮めていく病気』と定義されています。読むと何だか恐ろしくなる病気ですが、心不
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病院の基本理念と基本方針
■基本理念
神戸市立医療センター西市民病院は、地域の中核病院
として、市民の生命と健康を守るために、安全で質の高
い心のこもった医療を提供します。

（平成19年６月１日改訂）

■基本方針
１．患者さんの人権を尊重し、患者中心のチーム医療を
推進します。
２．医療安全体制の充実を図り、患者さん及び職員の安
全確保に努めます。
３．救急医療の充実を図り、災害時の医療にも備えます。
４．高度・専門医療を充実させ、市民病院として地域医
療に貢献します。
５．地域社会との連携を強化し、在宅医療を支援します。
６．医療従事者の職務の研鑽を深め、医療水準の向上に
努めます。
７．職員の経営参画意識を高め、病院の健全な財政運営
に努めます。

（平成30年12月３日改訂）
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循環器内科部長 高橋 明広



全は症状が出る前に予防することが可能で、たとえ症状が出てからであっても、発見が早ければ早いほ
どその後の経過をよくすることが可能な病気です。ガンと同じく、早期発見、早期治療が重要です。

心不全の症状〜心不全の症
状には、心臓がポンプ機能とし
て血液を送り出す働きが低下す
ることに伴って、全身の臓器に
十分な血液が行き渡らないこと
から起こる症状と、血液がうっ
滞することによって起こる症状
があります。ポンプ機能低下に
よる症状としては、疲労感、不
眠、冷感などがあり、血液のうっ
滞よる症状には、息切れ、呼吸
困難、むくみ（浮腫）などがあ
ります（下図）。最初のうちは、
階段や坂道などを登ったときに
息切れする程度ですが、進行す
ると、平地を少し歩いたり、身体を動かしたりするだけでも息苦しくなります。そして、もっと悪化す
ると、安静にしていても症状が出るようになり、夜中、寝ているときでも咳が出たり、息苦しさで寝ら
れなくなることもあります。こうした症状は、身体を起こした姿勢だとよくなるのが特徴で、「起座呼吸」
と呼ばれます。ここまで進んでしまうと即入院が必要です。また、心不全の進行に伴って、不眠症や疲
れやすいといった全身症状にも悩まされるようになります。

日本人の２人に１人が心不全の入り口に立っている〜下図に示したように心不全はＡからＤま
で４つのステージに分類されて
おり、高血圧や糖尿病などの生
活習慣病があれば、それだけで
最初のステージＡに当てはまり
ます。日本人の２人に１人は高
血圧があると言われていますの
で、２人に１人はすでに心不全
が始まっているのです。高血圧
や糖尿病がなくても、心不全を
起こすことはあります。心不全
は決して人ごとの病気ではな
く、『明日は我が身』と言える病
気です。



心不全の発症、悪化は４回防ぐチャンスがある〜心不全はあらゆる循環器疾患の終末像です。心
不全予防の第１歩は「よい生活習慣を身につける」ということになります。これが最初のチャンス。バ
ランスのよい食事、適度な運動、節酒、禁煙、過不足のない睡眠、適正体重の維持を心がける。ステー
ジＡに書いてある、高血圧、糖尿病、脂質異常症といった生活習慣病にならないようにします。健康診
断で生活習慣病の指摘を受けても、降圧剤や糖尿病の各種治療薬、コレステロールを低下させる薬でしっ
かりコントロールすることが心不全予防につながります。これが第２のチャンスとなります。それでも
一部の方は心筋梗塞や心臓弁膜症、心房細動になってしまいますが、まだ心不全ではありません。心筋
梗塞の方はACE阻害薬やβブロッカー、MRA（ミネラルコルチコイド受容体拮抗薬）といった心不全
治療薬をきちんと飲むことで、心不全への移行を抑えることができます。これが第３のチャンスです。
ここ１年の間に心不全に使用できる新たな治療薬が４種類増え、第３のチャンスにはさらなる改善が期
待されています。心不全になっても９割の方は治療で症状を改善することができます。治療で重症化を
予防すれば心不全で命を落とさずに済みます。そのためには治療で元気を取り戻した後もよい生活習慣
を続け、薬を飲み忘れないようにし、風邪などの感染症に気をつけ、暴飲暴食や塩分の取り過ぎを避け
る それが心不全の２次予防になり第４のチャンスとなります。
まとめると、生活習慣の改善が０次予防。心臓病にならないようにすることが一時予防、１回目の心
不全を起こさないことが二次予防、そして２度と心不全を繰り返さないことが三次予防で、心不全は４
回予防できるのです。
心不全は年齢と共に増えてくる病気です。歳をとると循環器の病気になることが多いですが、とりわ
け心不全は苦しく、楽しい生活が送れないままに、多くの人が寝たきりの生活になってしまいます。暴
飲暴食、喫煙、薬の飲み忘れといった生活習慣に気をつけることに加えて、高齢者の場合は過労にも注
意が必要です。こうしたことに気をつけていれば、救急車で病院に運ばれることもなく、たとえ心不全
を発症したとしても長生きができます。逆に、正しい生活習慣を怠ると、何度も心不全入院を繰り返し、
徐々に入院期間が長くなり、最後には命を落としてしまいます。
高齢になっても健やかな人生を楽しく過ごすためには、基本に戻って生活習慣を改善することが重要
となります。高血圧、糖尿病といった身近な生活習慣病が、心不全の入口であることを肝に銘じて、予
防に気をつけましょう。

市民公開講座 「心不全について」
市民公開講座「心不全について」の動画を西市民病院 YouTube チャンネルで公開しています。
ぜひ併せてご視聴ください。

｢心不全と
上手に向きあう｣

～医師より～

｢心臓に負担を
掛けないために｣

～看護師より～

｢心不全の治療で
服用するお薬のこと｣

～薬剤師より～



新西市民病院整備基本構想を公表しました
当院は、令和10年度に新長田駅近くの若松公園への移転新築を予定しており、新病院の担うべき役割や診
療機能の方向性をとりまとめた「新西市民病院整備基本構想」を令和３年12月に公表しました。

新病院の基本的な考え方・コンセプト
新病院では、市街地西部の中核病院として、「まもる：市
民の生命と健康を守る」、「つなぐ：地域医療と地域社会を
つなぐ」、「はぐくむ：まちとひとを育む」という考え方の
もと、以下の３つのコンセプトを掲げ、急性期医療の中心
的役割を担うだけでなく、市街地西部において住みたくな
るまちのシンボルとなるような病院を目指します。
１ 救急医療、感染症・災害医療の強化
２ 地域包括ケアシステムの推進
３ まちづくりや地域活性化に寄与

新病院の７つの特徴
①政策的医療の充実
●より高度な水準の２次救急に対応するため、救急
診療の体制を強化

●小児・周産期医療への対応機能を強化し、地域活
性化に寄与

●大規模災害時にも診療機能を継続できる医療ス
タッフやインフラを確保

●神戸市全域における新興感染症への対応のため、
感染症に対応できる医療スタッフの確保・育成を
推進するとともに、段階的に感染症専用病床を拡
張できる施設・設備を整備
②専門医療・高度医療の充実
●がんの治療技術や検査・診断機能の高度化に対応
するとともに、放射線治療機能の導入を検討

●地域医療機関との連携のもと、より高度な水準の
２次救急医療を提供し、複数疾患を持つ高齢者の
増加に対応するため、脳血管疾患・心血管疾患へ
の対応を強化

●地域住民への健康講座の開催など、生活習慣病予
防や健康増進に向けた取組みを支援

●認知症の人にやさしい神戸を目指し、認知症リス
ク軽減や認知症になっても困らない生活様式を啓
発

新病院の整備概要
●建設場所 新長田駅近くの若松公園の一部
●病 床 数 現在（358床）と同程度
●開院時期 令和10年度（予定）
※新病院開院までは現病院での診療を継続

③患者に優しい医療の提供・環境整備
●誰もが利用しやすい施設・設備を整備
●インターネット診療予約など ICT の活用や利便
施設の充実により、患者の利便性を向上
④地域医療機関との連携強化
●地域連携や入退院支援、患者支援等の機能を一体
化した患者支援センターを整備

●医療・介護・福祉施設と連携し、患者の療養上の
課題の早期解決に向けて総合的に支援
⑤研修・教育の充実
●医療従事者の専門性の向上や研究を支援する体制
を整備
⑥地域活性化への寄与
●地域で安心して出産ができる医療体制の構築や病
児保育の実施など、子育て環境の向上に寄与し、
若者の移住促進やまちの魅力向上に貢献

●病院内に誰もが利用できる子どもの遊び場を含む
交流施設を整備
⑦DX（デジタル化）による持続可能な病院運営
●AI や ICT の活用により職員の働き方改革を推進
するとともに、待ち時間の短縮など患者の利便性
を向上

●新病院開院後も時代の変化に対応しながら発展す
ることができる病院整備と経営を実現
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新病院整備に関する詳細は、
ホームページをご確認ください。
https://nishi.kcho.jp/shinbyoto
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